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1. はじめに 
分かりやすい講義を行うためには，受講者が講義内容を

どの程度理解できているかをその場で把握し，それを考慮

に入れて講義を進める必要がある[1]．  
本研究では，講義途中で記述式のテストを実施し，その

結果を即時に集計し講師に分かりやすい形で提供する「リ

アルタイム小テストシステム」を提案する． 

2. 選択式解答方式と記述式解答方式に関する考察 
講義途中の受講者の理解度を把握するためには，テスト

を実施したり，学習者にどのぐらい理解できているかを聞

いたりする必要がある． 
受講者から明示的な応答を得るための一つの方法として，

レスポンスアナライザ(Response Analyzer 以下 RA と略す)
がある[2][3][4]．RA は，該当する項目を選択する解答方法

(多肢選択式)であり，解答結果を即時に集計することがで

きる．RA をテストに利用した場合，解答の候補が選択肢

として与えられているので，自分の理解していることをも

とに解答を自分で表現する必要がなく，もっともらしい選

択肢を選ぶことができればよい．また，理解度を尋ねるた

めに利用した場合は，分かっていると答えていても本当に

理解できているかまでは結果から把握することはできない． 
受講者がどの程度まで深く理解しているかを把握するた

めには，自分の理解していることを自分で表現しなくては

ならない記述式の解答方式が適していると考える．  

3. 多人数の解答を即時に把握するためのアイデア 
記述式の場合，受講者が少人数の時は，その場で解答全

体に目を通して傾向を把握することが可能である．しかし，

受講者が多人数になるとその場で解答全体に目を通すこと

は不可能である．多人数の記述式解答をその場で把握する

ためには，何らかの支援が必要となる． 
多人数の記述式解答を即時に把握できるようにするため

に，解答を内容ごとに分類し分かりやすい形で提供するシ

ステムを提案する．解答を内容ごとに分類し分類した解答

の代表を表示することで，一度に見なければならない解答

の数を減らす．  

4. 解答を内容ごとに分類する方法 
受講者の解答をシステムが自動的に分類するために，自

然言語処理技術を用いて受講者の解答を分析する．解答を

分析するために，自然言語処理技術を利用する研究として，

記述式の解答を自動的に採点するシステムが開発されてい

る[5]．本研究と文献[5]は，記述式解答に対して自然言語

処理技術を適用している点では同じであるが，適用対象を

異とする． 

解答の内容が似ている場合には，それらの中には同じ

キーワードが存在するであろうと考える．この考えにもと

づいて，受講者の解答中に出現する重要な単語をキーワー

ドとし，そのキーワードが解答文中に含まれているか否か

により，解答の集合を排他的なグループに分ける． 
4.1 キーワードの候補を抽出する 
形態素解析システム「茶筅」[6]を用いて解答文中から名

詞の単語を抽出して，キーワードの候補とする．  
4.2 キーワードを選択し解答をグループに分ける 
解答中に多く出現する単語ほど内容をグループ化するの

に適していると考え，出現回数によって重みをつける．

キーワードの候補のうち最も重みの大きい単語をキーワー

ドとし，このキーワードを含む解答を一つのグループとす

る． 
残りの解答の集合に対して，同様に出現回数を用いて重

み付けを行い重みの大きい単語をキーワードとしてグルー

プ化する作業を繰り返す． 
4.3 適切なグループ分けにするための操作 
上記の方法では，講師が見たときにグループ化された解

答の類似性が妥当でない場合がある．そこで，適切なキー

ワードでグループ化できるようにするために，講師が以下

4 つの操作をできるようにする． 
(1) キーワードの候補の重みの変更 

システムが選択したキーワードが解答を分類するのに

適切でない場合がある．講師が直接分類に用いるキー

ワードを指定できるようにするために，講師がキーワー

ドの候補に対する重みを調整することができる．分類に

用いて欲しいキーワードの候補に対しては，大きな重み

を与えることで，キーワードとして選ばれるようにする

ことができる． 
(2) 複数のキーワードによる絞込み 

 一つのキーワードで解答をグループ化するだけでは，

解答の内容の特徴を表現しきれない場合がある．解答の

内容をより詳しく分類できるようにするためには，解答

のグループを特徴づけるキーワードを複数用いる必要が

ある．一つの解答のグループを特徴づけるために，講師

がキーワードを複数指定できる． 
(3) 除外するキーワードの指定 

その時の解答の内容に関係なく高い頻度で出現する

単語が存在する．このような単語をキーワードに採用し

ても適切なグループ分けがされない．その時の解答をグ

ループ化する際に，キーワードとして使用しないキー

ワードの候補を講師が指定できる． 
(4) ストップワードの指定 

どのような問題に対しても，キーワードにならない単

語が存在する．本来はそのような単語を自動的に判別す

ることが望ましいが，全てを自動判定することは難しい

ので講師が指定できるようにする． 
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5. リアルタイム小テストシステム 
上記のアイデアをもとに，Web 上で実施できるリアルタ

イム小テストシステムを実装した． 
(1) 講師は，講義開始前に予め作成した問題を選択したり

講義中にその場で問題を作成したりすることでテスト

を実施する． 
(2) 受講者は，解答ができた時点で解答を送信する． 
(3) システムは，解答が提出されるごとにその時までに提

出された解答の集合に対してグループ化の処理を行い，

解答状況とグループ化した解答を講師に提供する． 
(4) 講師は，解答状況とグループ化された解答を一覧する．

必要に応じて解答が適切なグループに分けられるよう

に操作を行う． 

6. 運用結果 
本システムの効果を確認するために，電気電子工学科 1

年生の「計算機基礎および演習」の講義(受講者 85 人)にお

いて理解度を把握するための小テストを実施した．その結

果の一部を図 1 に示す．キーワードの指定や絞込みの機能

を利用すれば，解答を適切なグループに分けることができ

ることがわかった． 
適切でない解答をしている受講者がいた時に，講師がヒ

ントを提示し，受講者が解答を書き直す場合があった．こ

のように，講師は解答をその場で把握できるので，適切な

フィードバックを行うことが可能であることが確認できた． 

7. まとめ 
講義中に講師が受講者の理解の程度を把握できるように

するためにリアルタイム小テストシステムの提案を行った． 

講師に解答状況とグループ化された解答を提供すること

で，講義において適切なフィードバックを行うことができ

る可能性を示した． 
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図 1 受講者の解答の分類画面 
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